
Ⅳ 総合的病害虫管理技術実証事業  

1病害虫管理システム導入検討（難防除病害虫対策技術確立）  
1）目 的  ばれいしょの主要病書虫で、産地において防除対策に苦慮しているジャガイ  

モシストセンチュウの化学的防除と耕種的防除を組み合わせた実証をおこない  

合理的な防除体系を確立する。あわせて、近年、発生が認められている塊茎え  

そ病の実態把握を行うとともに薬剤による防除体系の確立を図る。   

2）実施年度（期間）  1998－2000年度（平成10～12年度）   
3）対象作物、対象病昏虫  ばれいしょ  ジャガイモシストセンチュウ  

ジャガイモ塊茎えそ病   

4）事業内容   

（l）実験問の設置   

（2）各種調査の実施   

（3）防除対策会議の開催   

5）事業実鮨   

（1）実験固の設田   

＜課題1＞ ジャガイモシストセンチュウに対する防除技術の検討   

ア．目  的  化学的防除と抵抗性品種（普賢丸）栽培を組み合わせた防除効果を検討す  
る。  

イ．実施方法  
（ア）設田場所  南高来那加津佐町  門畑 忠氏圃場  

（イ）供試薬剤及び試験区の構成  

全体計画（1998年から2000年（平成10年から12年））  

10年   11 年  12 年  

秋 作   春 作   秋 作   春 作   秋 作   

処理区①   粒 剤   粒 剤   粒 剤   粒 剤  

②  
（普賢丸）   （普賢丸）   

（診   

（普賢丸）   （普賢丸）   （普賢丸）  （普賢丸）   

無処理区4   無処理   無処理   無処理   無処理   無処理   

（ウ）供試薬剤及び試験区の構成  

成分・含有量・処理量  

l（①） 薬剤処理区  示スチアで－ト1％ 30kg／10a 植付前全面  

（ネマトリン粒剤）  土壌混和  

2（②③）抵抗性品種（普賢丸）区  
3（4） 無処理区  

ウ．1999年（平成11年）春作実績  
（ア）桝種概要  a．作型 春作  b．品種 ニシュタカ  c．植付 2月9日   

d．栽植密度 畦幅57c皿株間 20川（8，770株／10a）  

e．肥培管理 現地慣行  
1区100Ⅰポ 2反復  
所定盈を植付直前に全面散布し、土壌混和する。  

ア 土壌中のセンチュウ卵密度調査：  
処理前（2／9）及び収穫時（5／14）に土壌（乾土）50gを採集し、1g  

当たり卵密度を調査し、下記により補正密度指数を算出した。  

イ 被害調査：収穫前に各区10株の椙部へのシスト寄生状況を下記の  
寄生程度調査基準により調査し、寄生度を穿出した。  
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＜補正密度指数＞  

補正密度指数＝  
処理区の散布後生息密度×無処理区の散布前生息密度  

×10 0   
処理区の散布前生息密度×無処理区の散布後生息密度  

ー84－  



＜寄生程度調査基準＞  

［程度別指数］  

0：シストが全く認められない  

1：シストがわずかに認められる（やっと発見できる）  
2：シストが中程度認められる（散見される）  
3：シストが多数認められる  
4：シストが極めて多数認められる（密集して着生している）   

＜寄生度の算出方法＞  

∑（程度別指数×程度別寄生株数）  
寄生度＝   ×100  

4×調査株数   

（オ）結果の概要及び考察  

・土壌施用粒剤処理および抵抗性品種（普賢丸）栽培区は無処理区に比べ、土壌中のシス   
トセンチュウ卵数（表1）、シストセンチュウの寄生度（表2）ともに低く効果が認めら   

れた。  

蓑1 土壌1g中のシストセンチュウ卵数  

処 理 前  収 穫 時   

2／9  5／14  
処理区 No 反 復  

1  10  11  
2  4  14  

平 均  7．O  12．5（55．6）  

6．0  11．0（57．1）  

12  16  
4  14  

平 均  8．0  15．0（5g．4）  

2
7
 
 

平 均  g，5  30．5（100）   

注）（）は補正密度指数  

表2 ジャガイモシストセンチュウの寄生程度  

処理区No  反復  
寄生度  対無処理（比）  
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エ．1999年（平成11年）秋作実碗  
（ア）耕種板要  a．作型 春作  b．品種 ニシュタカ  c．植付10月5日  

d．栽植密度 瞳幅 58cm株間 20cm（8，620株／川a）  

e．肥培管理 現地慣行  
（イ） 区  制  1区100Ⅰポ 2反復  
（ウ）薬剤処理方法 所定垣を植付直前に全面散布し、土壌混和する。  
（エ）調査方法  ア 土壌中のセンチュウ卵密度調査：  

処理前（10／5）及び収穫時（12／24）に土壌（乾土）50gを採集し、  

1g当たり卵密度を調査し、下記により補正密度指数を算出した。  

イ 被害調査：収穫前に各区10株の堀部へのシスト寄生状況を下記の  

寄生程度調査基準により調査し、寄生度を算出した。  

＜補正密度指数＞  

補正密度指数＝  
処理区の散布後生息密度×無処理区の散布前生息密度  

×100  
処理区の散布前生息密度×無処理区の散布後生息密度  

＜寄生程度調査基準＞  

【程度別指数〕  

0：シストが全く認められない  
1：シストがわずかに認められる（やっと発見できる）  
2：シストが中程度認められる（散見される）  
3：シストが多数認められる  
4：シストが極めて多数認められる（密集して着生している）   

＜寄生度の算出方法＞  

∑（程度別指数×程度別寄生株数）  
寄生度＝   ×100   

4×調査株数  

（オ）結果の概要及び考察  

・土壌施用粒剤処理および抵抗性品種（督賢丸）栽培区は無処理区に比べ、土壌中のシス   
トセンチュウ卵致（表1）、シストセンチュウの寄生度（裏2）ともに低く効果が認めら   

れた。  

表1 土壌中のシストセンチュウ卵数  

植付け前  収 桔 前  

10／5  】2／24  
処理区N8 反 復  

0
－
1
 
 

10．5  9．5（47．5）  

14  9  

7  6  

10．5  7．5（37．5）  

24  23  
10  l  

17．0  】2．0（37．1）  

ヰ1  104  
22  】6  

平 均  31．5  60．0（100）  

注）（）は補正密度指数  
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表2 ジャガイモシストセンチュウの寄生程度  

処理区ド0  反復  
寄生度  対無処理（比）  

1  0  

（p  2  2．5  
平均  l．3  
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＜課題2＞ ジャガイモ塊茎えそ病を媒介するアブラムシ類に対する防除技術の実証  

ア，目  的  粒剤の植付時1回処理によるアブラムシ類に対する防除効果を検討する。   

イ．実施方法   

（ア）設置場所  南高来耶愛野町甲  池田 進氏圃場   
（イ）供試薬剤及び試験区の構成  

区Nn  処理区名  処 理 内 容  

1 植付期長期残効性粒剤  植付時にアドマイト1粒剤を4kg／10a植沸処理した。  

施用＋散布薬剤区  
2 無 処 理 区  

ウ．1999年（平成11年）春作結果   

（ア）耕種概要  a．作型 路地春作 b．品種 ニシュタカ c．植付 平成11年2月9日  
d．栽植密度 畦幅 60cm株間 25cm（6，666株／10a）  

e．種いも 現地戯家の自家採種いも  
r．収穫 5月31日  g．肥培管理 現地慣行  

（イ）区  制  1区 45汀f，3連制，  
ただし、慣行防除区は1区300n了反復なし（調査は3ケ所）  

（ウ〉 試験時期  2月9日～5月31日  
（エ）対象害虫（ア7●ラムシ類）の発生状況：やや多発  

（オ）調査方法  ア、生育期調査： アブラムシ類の発生初期から約10日ごとに、各区  
20株の中位3複葉を任意に抽出し、寄生虫数を有麹虫  

と無麹虫別に調査した。  
イ、収穫時調査： 収穫期に各区の塊茎500個について発病の有無を調  

査した。  

（力）結果の概要   

・アドマイヤー1粒剤処理区は、収穫期（5月30日）までア7●ラムシ類の発生を抑えた（蓑  
1）。  

・塊茎えそ病の発生は、無処理区に比べアドマイヤー1粒剤処理区が少なかった。  
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表1 アブラムシ類の寄生状況  

項目  反復 調査日  
4／20 4／30  5／10  

表2 ジャガイモ塊茎えそ病の発生状況  

項目  反復  調査塊茎数 発生塊茎効：：発生塊茎率  

％
 
 
 

ご
U
O
2
3
 
 

薬剤区  

0
0
0
4
1
 
 
 

1
2
2
2
 
 

無処理区  1  

2  

3 平均  

エ．1999年（平成11年）秋作結果  

a．作型 秋作 b．品種 ニシュタカ c．植付 平成11年10月5日   
d．栽植密度 唖幅59．5cm疎開 23．8cm（7，061抹／10a）   

e．種いも 現地農家の自家採種いも   

r．収穫 11月30日  g．肥培管理 現地僻行   

1区 45n了，3連制，  
ただし、慣行防除区は1区300ni反復なし（調査は3ケ所）   

10月17日～11月20日  
（ア7●ラムシ類）の発生状況：少発   

ア、生育期調査： アブラムシ類の発生初期から約10日ごとに、各区  
20抹の中位3複柔を任意に抽出し、寄生虫数を有趨虫  

と無週虫別に調査した。   

イ、収穫時調査：収穫当日に各区の塊茎500個について発症の有無を  

調査した。  

（ア）桝種概要  
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（力） 結果の概要   

・圃場でのアブラムシ類の発生が少なく（表1）、また塊茎えそ病の発生も各区差がなく  
アドマイヤー1粒剤の防除効果の検討はできなかった。   
・アブラムシ規多発条件下での検討が必要である。  
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表1 アブラムシ頬の寄生状況  
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表2 ジャガイモ塊茎えそ病の発生状況  

項目  反復  調査塊茎数 発生塊茎数 発生塊茎率  
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（2）各種調査の実施  

＜課題1＞ ジャガイモ塊茎えそ病の発生分布調査   

1．春作における塊茎えそ病の発生分布調査  
ア 目  的  春作ばれいしょにおけるジャガイモ塊茎えそ病の発生状況を調査し、これら  

の発生動向を把捉することにより、今後の防除対策に資する。  

イ 実施方法   

（ア）実施時期  1999年（平成11年）5月10日～28日（春作収樺時）   
（イ）調査対象市町  飯盛町、瑞穂町、吾妻町、愛野町、千々石町、小浜町、南串山町、  

加津佐町、口之津町、西有家町、有家町   

（ウ）調査対象閉場  各町を巡回し、収苺が行われている圃場を任意に抽出した。   
（エ）調査方法  1圃場当たり100個以上の塊茎について、無作為に連続して肉眼  

により陥没症とみみずばれ症の症状別に調査した。  

なお、これまでの調査で、これらの症状の塊茎内部に褐変を生じる  

ものが見つかっているが、本調査では表面の症状のみを対象とした。  

り 結果の概要および考察   

（ア）陥没症は飯盛町、瑞穂町、小浜町、口之津町、西有家町を除く6町で発生が認められ、  

発生国場率が27．5％、発生塊茎率が0．5 ％であった。また、みみずばれ症の発生は認め  
られなかった（蓑1）。   

（イ）調査品種はデジマ、ニシュタカ、トヨシロの3品種であり、デジマが5圃場、ニシュ  
タカが79開場、トヨシロが2圃場であった。   

（ウ）陥没症の発生は、ニシュタカのみに発生が認められ，発生圃場率が31．2％、発生塊茎  
率が 0．6％であった。ニシュタカに発生が多い傾向は、昨年の春作とほぼ同じであった  

（蓑 2）。   

（エ）軽いも更新の有無と発生との関係は、種いも更新をした圃場が発生悶場率ならびに発  
生塊茎率も低い頼向にあった。  
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表1 ジャガイモ塊茎えそ病発生分布調査結果  

調査  ＿．調 査  発症（病）塊茎率（％） 種いも更新の  
．＿     品種名  市町名 地区名  H‾■‾‾  
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義2 ジャガイモ塊茎えそ病発生分布調査結果の品種別・年次別取りまとめ  

平成11年 春作  平成10年 春作  ●平成9年春作  

品種名 項 目 陥没症 官報嘉 陥没症 紺嘉  陥没症 藷紹  

デジマ廟  

19 42 4  

ニシュタカ雛堅塁警‡蔓王墓言‥芸  1.0 

0  9  9  13  13  

メークイン                               0                                         B  ：4  

子三乙富力葦墓現葦肇宣蔓】 

全  体葦葦艶萱警【篭i 

表3 ジャガイモ塊茎えそ病の発生と種いもの更新との関係  

項  目  調査圃場数 発生圃場数 発生圃場率（％）発生塊茎率（％）  

1   

種いもの更新  

表4 ニシュタカにおけるジャガイモ塊茎えそ病の発生と種いもの更新との関係  

平成11年 ・  平成10年  作  平成9年  
調査圃 発生厨 発生塊 調査団 発生開 発生塊 調査圃 発生間 発生塊  
場数 場率（％）茎率（％）場数  場率（％）茎率（％）場数 場率（％）茎率（篤）  

撞いも 有  65  23．0  0．4  35  34．3  0．6  34  50．0  0．7  

の更新 無 11   72．7   1．7  7  85．7  2．8   12 100．0  2．3  

2．秋作における塊茎えそ病の発生分布調査  
ア 目  的  秋作におけるジャガイモ塊茎えそ病（陥没症およぴみみずばれ症）の発生状  

況を調査し、これらの発生動向を把握することにより、今後の防除対策に資す  

る。  

イ 実施方法  
（ア）実施時期  1999年（平成11年）12月10日～1月14日（秋作収穫時）  
（イ）調査対象市町  有明町、吾妻町、愛野町、′卜浜町、南串山町、加津佐町、南有馬町  
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各町を巡回し、収桂が行われている圃場を任意に抽出した  
1圃場当たり100個以上の塊茎について、無作為に抽出して肉眼に  

より陥没症とみみずばれ症に分け調査した。   
なお、これまでの調査で，塊茎内部に褐変を生じるものが見つかって  

いるが、本調査では表面の症状のみを対象とした。  

（ウ）調査対象圃場  

（エ）調査方法  

ウ 結果の概要および考察  
（ア）平成11年12月10日から平成12年1月14日にかけて、有明町、吾妻町、愛野町   

小浜町、南串山町、加津佐町、南有馬町の7町、62圃場において調査した結果、表1と  
2に示すように陥没症は加津佐町を除く6町で発生が認められ、発生圃場率が・31・5％、   
発生塊茎率が0．5％であった。また、みみずばれ症の発生はなかった（表1）。  

（イ）調査した品種はデジマ、ニシュタカ、メークイン及び普賢丸の4品種であり、デジマが  
22圃場、ニシュタカが36固場、メークイン2開場、普賢丸が3圃場であった。  

（ウ）品種別では、デジマとニシュタカで発生が認められ、メークイン、普賢丸では認められ  
なかった。  

陥没症の発生はニシュタカで発生圃場率が50‰＝発生塊茎率が0・8％であり、デジマ  
はそれぞれ18．2％、0．2％とニシュタカでの発生が多かった。  

表1 ジャガイモ塊茎えそ病発生分布調査結果  

調査 ＿＿＿」調 査  発症（病）塊茎率（％） 軽いも更新の  
市町名 集落名  品種名  H－■iH 

月日  塊茎数 陥没症 みみずばれ症  有無  
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表2 ジャガイモ塊茎えそ病発生分布調査結果の品種別・年次別取りまとめ  

平成11年 秋作  平成10年 秋作  平成9年 秋作  

品種名 項 目 陥没症 存紹 陥没症 在紹 陥没症 存紹  
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表3 ジャガイモ塊茎えそ病の発生と種いも更新との関係  

項  目  調査開場数 発生開場数 発生圃場率（％）発生塊茎率（％）  

有  33  13  39．4  0．6  

無  29  9  31．0  0．4  
趣いも更新  

表4 ニシュタカにおけるジャガイモ塊茎えそ病の発生と種いも更新との関係  

項  目  調査閉場数 発生圃場散 発生圃場率（％）発生塊茎率（％）  

有  20  11  55．O  l．0  

無  16  7  43．8  0．5  
種いも更新  

（3）防除対策会誌の開催   

ア 種ばれいしょ防疫補助員講習会  

・時 期  1999年（平成11年）4月15日  
・場 所  愛野町（町中央公民館会議室）  
・参集者  防疫補助員、種馬鈴薯協会、農林水産省及び県関係機関の70名  
・内 容 （D平成10年度主要病害虫の発生経過、発生原因及び防除状況  

（診ブタアブラムシの薬剤感受性検定結果及び疫病について  
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イ 南高農協種ばれいしょ生産研修会   
・時 期  1999年（平成11年）7月9日   

・場 所  国見町（南高農協本所会議室）   
・参集者  種ばれいしょ生産農家，国見町，愛野町，有明町，瑞穂町，種馬鈴著協  

会，南高段協，農林水産省及び県関係機関の60名   
・内 容  センチュウ類の発生生藩と防除対策  
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